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テーマ 現代社会における保育・子育て支援を考える 

著書・論文 

 

研究課題等 

【著書】   『戦後保育政策のあゆみと保育のゆくえ』新読書社、2009 年 
『保育・子育て政策づくり入門』（編著）自治体研究社、2010 年 
『岐路に立つ保育園』（編著）かもがわ出版、2009 年 
『新・子どもの問題ケースブック』（編著）中央法規出版、2004 年 

【研究課題】 １．保育・子育て支援政策のあり方に関する研究 
２．保育者・学童保育指導員の専門性（特に調査と実践記録）に関する研究 
３．保育所における「子どもの貧困」と保育ソーシャルワークに関する研究 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

キーワード：保育問題、子育て支援、子どもの貧困、子どもの権利 

目的： 

共働き家庭やひとり親家庭が増加する現代社会において、保育所は必要不可欠です。ところが都市部では待機

児童が増加し、保育水準の低い認可外保育所もその受け皿となっています。その一方で、保育所は地域の子育て

支援拠点としての役割を担っています。保育所は、「保育に欠ける」乳幼児だけでなく地域・家庭で育つ乳幼児に

対しても、園庭開放や一時保育などの取り組みを通じて積極的な役割を果たしてきました。もっとも子育て支援

は保育所だけでなく保健所や児童館、子育て広場など広範囲にわたって取り組まれています。 
しかし、子どもの貧困率が 15.7％（2009 年）と公表されたことから考えても、虐待に結びつきかねない貧困・

生活苦による育児困難がいまなお広がっているに違いありません。その一方で、「子ども・子育て新システム」に

よる保育制度改革が 2015 年度から本格的にスタートする予定になっています。 
 本ゼミの目的は、子どもの最善の利益を保障するために、乳幼児や学齢児、その家族にどんな保育や子育て支

援が必要なのかを考えることにあります。 
 
目標： 

 保育・子育て支援に関する専門性を身につけ、子どもやその家族の当事者性を大事にした保育・福祉実践者に

なることを目指します。 
 
計画（内容・方法等）：  

○３年次：①テキスト中心の学習を通して保育・子育て支援をめぐる現状と基礎知識を修得します。（今年度学

んだテーマ：「幼い子ども・家族の今」「保育制度・政策の原理と動向」「保育所の現状と課題」「幼

稚園の現状と課題」「認定こども園、幼保一体化」「学童保育の現状と課題」「子育て支援策」） 

②ゼミ生の興味関心に合わせてグループをつくり、事前学習をふまえてフィールドワークを実施し

報告書を作成します。 

③４年次に向けて卒論計画書の作成と指導を行います。 

○４年次：個々の関心に基づく卒業論文の執筆を進め、添削指導により卒業論文を完成させます。 

○現場職員の研究会や学習交流会（全国規模・県内規模）、ボランティア活動を推奨します。 

 
使用テキスト： 

ゼミ生と相談して決めます。 
参考文献・資料等は随時紹介・配布します。 

 
担当教員からのメッセージ 

 子ども・子育てをめぐる現状はますます深刻になっています。そんな現状を打開したい、
子どもの笑顔が輝く社会をつくりたいと心から願う学生を希望します。また、こうした願
いを研究・討論・コンパなどを通して仲間とともに共有したいと願う学生を希望します。 

本ゼミを希望する学生は「エントリーシート」に、①現代の子どもをめぐる問題につい
ての考え、②本ゼミを希望する理由、③目指す将来像、の以上３点を記入してください。 

2013 年３月に次年度３・４年生を対象に春合宿を行う予定です。詳細については所属ゼ
ミが決定後、学籍番号メールアドレスにメールします。本ゼミは、出欠や提出物の基本的
なルールを重視しているのであらかじめ覚悟して希望してください。 


